


2023年4月、日建設計東京ビル3Fにオープンイノ
ベーションの場として誕生したPYNT（ピント）。「共創」を
テーマに、社内外の様々なコラボレーションを促進し、
新たな価値を生み出す役割を担ってきました。設立から
約2年が経ち、PYNTは場を超えた「共創プラットフォー
ム」として、より良い未来を目指して活動しています。

今回、PYNTが歩んできた軌跡と変化し続けるPYNTの
「今」を多くの人に伝えるため、初めて“PYNT BOOK”
を制作しました。このブックは単なる活動報告ではなく、
「PYNTらしさとは何か」「もっと多くの人にPYNTを活用
してもらうにはどうすればいいか」を考えながら、大切に
している想いを言語化し、その仕組みや活動を紹介して
います。

すでにPYNTと関わりのある方にはさらに深い関係
を、まだ訪れたことのない方には新たな接点を生むきっ
かけになればと願っています。
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地域のエネルギー循環を実現するにはどうすればいい？
空飛ぶクルマで未来のまちはどう変わる？  現代人のメンタ
ルヘルスに関する課題を解決するためにデザインができる
ことは？─。
これらは、PYNTで進行しているプロジェクトのほんの一
部です。PYNTは、2023年4月に、まちの未来に新しい選
択肢をつくる「共創プラットフォーム」としてオープンしました。
「社会環境を“共有財”の視点からリデザインする」をパー
パスに掲げ、意志を持った課題の当事者や解決の担い手
と、日建設計が持つ建築や都市に関する専門性をつない
できました。まずはここで出会った人々が小さな活動を始
め、少しずつ横断的な「プロジェクト」へと広げるサポートし
ています。さらに社会実装につなぐ基盤となる活動に押し
上げるため、数年以上の長期的な視点を持って、ビジネス
や社会課題を解決するムーブメントへとつなげていきます。
私たちの活動を一言でいうと、「多様なステークホルダー

とともに社会環境デザインに取り組む」ことです。まちと暮ら
しについて俯瞰的な視野と多様な視点を持ち、複合的に
社会課題を解く仕組みを考え、人の暮らしや環境をより良
くしていくこと、それを私たちは「社会環境デザイン」と呼ん
でいます。すなわち、「まちの要素」と「社会の課題」を掛け
算しながら、さまざまなステークホルダーを巻き込み、共有・
共感できるゴールを創り、複雑な課題をリフレームすること
を、PYNTでは考えています。
例えば、子育てという個人に閉じてしまいがちな課題を、

「公園」と掛け合わせて、まちの視点からとらえてみると、
「公園を起点にした送り迎え」や「地域で子どもを見守る
仕組み」など、課題解決のアイデアの発想が広がります。
また、公園の新しい運営の仕方につなげることができるか
もしれません。私たちはこのような仕組みや考え方を持ち
ながら、組織や立場を超えた出会いから社会実装までを
サポートしています。

日建設計とPYNTをつなぐ
「社会環境デザイン」

PYNTは「まちの未来に新しい選択肢をつくる共創プラットフォーム」として活動を広げています。
PYNTで一体どのようなことができるのか？
日建設計とPYNTはどのような関係か？ 私たちPYNTについてご紹介します。

PYNTが取り組んでいる領域を示した図。日建設計のコア事
業で培ってきたスキルや専門性を活かしつつ、新しい業界や
専門性との接合点をつくりながら共に都市/まちの課題を解
決していくのがPYNTの役割。

TRY & TRY 試行錯誤で積み上げるPYNT流「共創」のしくみ 日建設計とPYNTをつなぐ「社会環境デザイン」
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そのために、PYNTは「FUTURE COLLECTIVES」
（P8参照）という探求と実践が循環するコミュニティをつくって
います。これは、ありたいまちの未来を２つの軸で表現する
ことで、それぞれ同じテーマに関心を寄せる人たちに出会
うことができ、複数の視点で共に考え、実践を促す取り組み
です。PYNTでは、想いのある人がプロジェクトを生み出す
のに必要な要素（課題・場所・技術・資金）のどれを持って
いるかを意識しながら、実践していけるような組み合わせを
意識してつないでいます。

なぜ「社会環境デザイン」なのか

PYNTが生まれた理由は、日建設計の1900年の創業か
ら今に至るまで活動してきた価値観にあります。日建設計
は世界中で建築の設計・監理や都市開発などのプロジェ
クトを手がける組織設計事務所です。そのため、一見「設
計をしている会社」と思われるかもしれません。しかし実際
は、多様な専門性を掛け合わせることで、目に見えるデザイ
ンだけではなく、その根底にある仕組みや制度、組織、生
態、データ、あるいは多様なステークホルダーと幅広く新し
い価値を創ることを共に考え、総合的にデザインしてきた
企業です。時代と共に変化する社会課題を解決するため
に、幅広く関係性を構築し、最終的にまちや建物に落とし
込む。まさに「社会環境デザイン」の先端を拓くことに挑戦
してきました。

日建設計は、2021年に打ち出した中期経営計画で「社
会環境デザインプラットフォームへ向けた進化」というビジョ
ンを掲げました。これは、社外のステークホルダーと共に、
これまでの取り組みをより加速させていくためのものです。
その実装の場として開設されたPYNTは、一般的な仕事
のプロセスとは異なる「個人の想いを企業活動につなぎ、
社会にインパクトを創る」ための活動の場となっています。

試行錯誤から、未来をつくる

設立から約2年の間に、社内外の多様な人々がPYNT
を訪れ、そこから30を超える小さな実践=プロジェクトが
生まれました。そのうち6つがトライアルのフェーズに進むな
ど、徐々に大きな構想=社会実装へと動いています。同時に、
それらを推し進める共創の仕組みや、具体的なアプローチ
手法も徐々に確立し始めています。
共創を進める難しさに試行錯誤してきた2年でしたが、
様々な共創プロジェクトが生まれ、2025年から社会起業家
との共創プログラム「FUTURE LENS」が始動、新たな拠
点が増える計画も進むなど、着実な歩みを続けています。
私たちはPYNTを、単なる「場」の名称ではなく「社会
環境デザインを推し進める活動」だと考えています。小さな
トライを繰り返しながら、真摯に社会課題と向き合い、個人
の想いを新しいまちの選択肢として実現できるよう活動を
続けていきます。

まちは、社会課題を解くフィールドである。「個別の課題」
を「まちの視点」から捉えることで課題をリフレームし、より
良いまちと暮らしのための新たな価値観・サービス・空間・
市場を生み出すことができる。そのために、PYNTはプロ
セス・システム・ビジネスという3つの視点から「リデザイン」
を行い、課題の可視化や関係者の巻き込みをしながら変
化を実現する社会課題解決に取り組んでいる。

TRY & TRY 試行錯誤で積み上げるPYNT流「共創」のしくみ 日建設計とPYNTをつなぐ「社会環境デザイン」

PYNTの
社会環境デザイン
アプローチ

PYNTは、「個人の想いを企業活動につなぎ、
社会にインパクトを創る」ための活動の場
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FUTURE COLLECTIVES（以下FC）とは、同じテーマに
関心を寄せる人たちに出会い、共に考え、実践していくコミュ
ニティのこと。下図は、PYNTが考える「ありたいまちの未来」
を4つに分類したものであり、同時に、PYNTで今どんな
プロジェクトが動いているかを見える化したものでもあります。
社会環境デザインの視点から課題をどのように捉え、どのよう
に進めているか。フェーズはそれぞれ異なるものの、FCの
なかから現在進行中のプロジェクトを5つご紹介します。

市
民
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加

移
動
・
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フ
ラ
課
題

FUTURE
COLLECTIVES

TRY & TRY 試行錯誤で積み上げるPYNT流「共創」のしくみ FUTURE COLLECTIVES

• 子育て世代、若者、高齢者などの地域住民
• 行政職員
• 地域交通事業者
• 地域に根ざした企業
• 社会福祉協議会から派生した福祉分野の団体
• 課題の可視化を行うシンクタンク
• 記者・住民の参加を促すPRの専門家
• デザイナー
• 国土交通省 など

ステークホルダー

どうすれば、地域のこれからを
立場を超えたみんなで考え、
今ある資源を活かした移動や
インフラのしくみをつくれるか？

地域における移動やインフラ
の課題は深刻化している。政
府も、移動は教育・医療・福
祉・娯楽・子育て・学校・防災・
観光・物流など様々な分野に
つながっており、このような地
域の基盤が崩れるときわめて
大きな影響があるとしている。
その一方で、住民の声として
まだまだ多いのは「今はまだ
困っていない」「人が減ってい
るから仕方ない」といった現
状への満足や諦めだった。

概要

Community Driveプロジェクト
では子育て世代・若者・高齢
者・行政職員・事業者の様々
な立場から生活や移動の課
題を集めて可視化し、「こうし
たら変えられるかも」というア
イデアや「こんなことを既に
やっている」という実践事例を
みんなで共有するところから、
自分たちの生活環境を考える
対話の機会をつくっている。

並行して、その地域のインフラ
や公共交通の維持にかかって
いるコストの試算や、「移動資
源」と呼んでいる住民の車・タ
クシーやバス・電車やトラック
など事業車両・公用車などの
台数、それらの維持費やルー
トの定量化を行うことで、どん
な可能性があるかを考える土
台となるデータを収集。可視化
した課題やデータを元にまず
は10年後に向けた地域のあ
りたい姿と生活を考えていく
プロセスとツールを開発して
いこうとしている。
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※1「カルピス」はアサヒ飲料株式会社の登録商標です
※2 日建設計は設計、指定管理者の一員として管理運営にも関与しています

TRY & TRY 試行錯誤で積み上げるPYNT流「共創」のしくみ FUTURE COLLECTIVES

どうすれば、
民間企業と地域が連携し、
子育て環境を支えられるか？

• 飲料メーカー
• 公園指定管理者（日建設計）
• 公園周辺の地域事業者
• 保育事業者
• 子ども向けコンテンツ事業者
• 仕事と育児の両立を目指す当事者 など

ステークホルダー

• 意志を持ち主体的に地域に関わる日建グループ社員
• 活動したいと思っている日建グループ社員
• 課題を抱える地域の当事者
• すでに地域で活動している実践者や専門家 など

ステークホルダー

仕事と育児の両立は、多くの
子育て世帯が直面する課題
だ。PYNTでは、これを個別の
家庭内の問題としてではなく、
地域全体で取り組むべき課題
として捉えた。アサヒ飲料株式
会社と協働し、同社の飲料ブラ
ンド「カルピス®※1」が持つ情緒
的価値を基盤に、子どもの成
長を象徴する公共空間として
の「公園」を中心に据えたサー
ビスコンセプトを開発した。

概要

プロジェクトの根幹は、子育て
環境を地域で支えるための仕
組みづくり。そのために、親が
子どもとポジティブに距離を取
る時間を持つことで、親子関係
を深めるという視点を取り入
れた。具体的には、渋谷区立北
谷公園※2において、地域イベン
トと連携しながらPoC（概念実
証）を実施し、公園を単なる遊
び場にとどまらず、親と子がそ
れぞれ良い時間を過ごせる場
として再構築した。

さらに、この取り組みは公園の
指定管理者として培ったリソー
スや周辺地域とのネットワー
クを活用し、地域とブランドの
新たな接点を形成することも
目指している。今後は、この体
験や活動を通じて、飲料メー
カー自身のブランド価値を高
めることにもつなげるという経
営価値にも貢献しつつ、子育て
環境をより良くするサービスに

つなげていきたい。
現在、PoCで得られた調査結
果と、保育やケア、コミュニティ
の専門家へのヒアリングをもと
に、仮説の評価とさらなる可能
性を模索している。これらのプ
ロセスは、単なる課題解決にと
どまらず、公共空間を基盤とし
た地域全体の価値向上に寄与
する新しいまちづくりのモデル
が考えられるかもしれない。

どうすれば、社員の専門性と
地域のニーズを融合し、
自治力を支えるまちを
共創できるか？

2023年に日建グループが立
ち上げた「地方創生サロン」
は、地域の創生と共創を考え
る社内プラットフォームであ
る。この取り組みは、地域が抱
える課題に対して、建築・都市
分野で培った専門的知見と、
社員一人ひとりの経験や趣味
などの幅広いリソースを掛け
合わせることで、新たな解決
策を生み出すことを目的とし
ている。

概要

「地方創生サロン」は、社員が
自主的に地域とつながり、課
題解決に向けた対話やアイデ
アの共有を行う場として機能
している。まちづくり活動の支
援や地域でのワークショップ
のデザイン、地域で活躍する
社員によるイベントの開催な
ど具体的な取り組みを進める
ことで、地域と社員双方にとっ
て持続可能な関係を築いてい
る。これにより、単なる課題解
決にとどまらず、地域の自治力
を支える新しい仕組みづくり
を目指している。

現在、歴史を踏まえたまちづく
りや復興、気候変動への対応
をテーマに、地域の当事者と
ともに具体的なアクションを
模索している。これらの取り組
みは、社員の専門性と地域の
ニーズを融合させることで、地
域共創型のまちづくりのモデ
ルを提示する試みでもある。

公
共
空
間

子
育
て
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題
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TRY & TRY 試行錯誤で積み上げるPYNT流「共創」のしくみ FUTURE COLLECTIVES

どうすれば、都市における
メンタルヘルス課題の
ソリューションをデザインできるか？

どのように都市の見えない
環境負荷を可視化し、
人と自然が真に共存できるようにするか？

日本においてメンタルヘルスの
課題は個人の課題とされるこ
とが多いが、その影響は深刻
であり、これに伴う経済的損失
は年間約2兆円に上ると推計
されている。特に都市部では過
密な生活環境や孤立感、ストレ
スフルな労働条件が、この問
題をさらに悪化させている。

概要

こうした背景のもと、PYNTはこ
の課題に対して、メンタルヘル
スの専門家だけでなく、デザイ
ナーやAIの専門家、都市計画
の専門家など関心をもつ幅広
い立場の有志がアイデアを生
み出し、具体的なプロジェクトへ
とつなげる場を提供している。

このプロジェクトでは、メンタ
ルヘルスを取り巻く環境や状
態を「課題構造マップ」として
可視化し、複雑な要因の相互
関係を明らかにした。その中
で、特に強い要因である「トラ
ウマ」をキーワードにAIを活用
した分析を行い、多角的な観
点から都市の在り方や解決
策を模索している。こうしたプ
ロセスを通じて、メンタルヘル

シーな空間デザインや公共貢
献用途としての提案の可能性、
さらには組織におけるピアサ
ポートの仕組みといった具体
的なアイデアが生まれている。
現在、これらのアイデアを実現
するための具体的なプロジェ
クトが検討段階にあり、都市に
おけるメンタルヘルス課題の
解決に向けた新しい視点と方
法論を提示しようとしている。

• 都市開発の専門家（日建設計）
• 内科・心療内科医
• 作業療法士
• メンタルヘルスに悩む当事者
• AIコンサルタント
• インテリアデザイナー
• 大学教授
• デザイナー など

ステークホルダー

• Code for Ground（土中環境オープンデータプロ
ジェクトの担い手であるシビックテックのテーマ）
• 環境や微生物の研究者
• 測定器のメーカー
• 都市開発・ランドスケープの専門家（日建設計）
• 造園資材メーカー
• 関係省庁 など

ステークホルダー

都市の土地利用と、地上から
は見えない土中環境の「見え
る化」を目指すプロジェクト。本
プロジェクトでは、水や窒素の
質・量に着目し、都市開発や建
築がもたらす環境負荷を定量
化するためのデータ測定と標
準モデル化を進めている。これ
により、都市環境を取り巻く課
題を「誰にでもわかる形」で共
有し、人と自然の関係をともに
考え、アップデートできる未来
を目指している。

概要

気候変動対策やネイチャーポ
ジティブの動きが進み、「自然
によいことと、人間によいこと
の交点」にこそ、これからの価
値が生まれる。そこで、都市環
境を「流域」という単位で捉え
なおすことで、治水はもちろん、
建築・土木というハードのあり
方や、自然と経済・費の関係を
明らかにしていこうとしている。

この取り組みでは、Code for 

Ground という土中環境をオー
プンデータ化を目指すプロジェ
クトと協業し、敷地単位で水の
質・量の測定を行い、都市にお
ける水・窒素等の変数の指標
化、測定方法の確立に取組ん
でいる。
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PYNTは独自の「共創ステップ」を持っています。それは、
人をつなぎ、プロジェクトを生み出す仕組みで、ステップ
ごとのアクションや、次のステップに至る条件などの目標
まで落とし込まれています。同時に、伴走するPYNTチーム
の必要スキルも定義することで、プロジェクトを推進しイノ
ベーションへつなげるための動きも明確にしています。

STEP0はプロジェクトではありませんが、場所としての
PYNTのオープンでフラットな雰囲気を活かして、後のス
テップが円滑に進むためのコミュニティの入口となり、新し
い価値を生み出すためのベースとなる状況をつくります。

STEP1～2は「出会い、知り合う」段階。まずは会話を通
じ、その人の想いや課題感、強みなどを汲み取ること。そし
て、同じ興味関心や課題意識をもつ人同士を引き合わせ
たり、議論の場を設定したりすることでネクストアクションに
つなげる共創の土壌を耕します。

STEP3～4では、課題を共有し、検討の方向性に共感
した人同士で議論を深め、小さく始める段階です。課題

の構造化から、ステップごとのゴール設定などを行いつつ、
社会環境デザインの視点からステークホルダーを巻き込ん
だ議論の場をつくります。イベントや展示の企画、システミック
デザインを用いた課題の可視化・構造化、フィールドワークを
通じたデザインリサーチなどを通じて課題を整理し、そのた
めに必要な技術・場所・資金などを合わせて考えることで、
活動を後押ししていきます。

STEP5以降は、社会へ実装していく段階です。例えば、
地域の移動課題を解決する「Community Driveプロ
ジェクト（P9参照）」では、富山県黒部市で実証実験を行って
おり、そこで得た知見や仕組みをもとに他地域へと展開し
ていく、つまりSTEP6の「持続可能なロールモデルをつく
る」という段階へ移行しようとしています。

PYNTでは短期的な成果だけではなく、中長期的なイン
パクトを生み出すために実際の課題解決に取り組みます。
数年にわたる期間を共にしながら、想いを持った人に最大
限のサポートをしていきます。

KEEP 
GROWING

広がり続ける
PYNTコミュニティ

TRY & TRY 試行錯誤で積み上げるPYNT流「共創」のしくみ

PYNTのCo-creation step
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PYNT for ME
─私にとってPYNTとは？

PYNTの特徴のひとつである
「オープンでフラットなコミュニティ」の一部をご紹介します。
日々様々な所属の人が訪れ、コミュニケーションを取り、
共創プロジェクトに参加し始めています。
ピンときた人がいたら、ぜひPYNTチームへ相談ください！

PYNTの利用頻度は？Q1

「あなたにとってのPYNT」を一言で表すと？Q3

PYNTで共創してみたい興味関心のあるテーマ・領域・社会課題は？Q2

あなたの専門性を表現すると？Q4

KEEP GROWING 広がり続けるPYNTコミュニティ PYNT for ME ─私にとってPYNTとは？

日建設計 スペースデザイングループ

毎日！A1

ホテル同好会/インテリア好きの集まる会A2

いやしA3

#ホテル愛好家 #インテリアA4

伊藤愛

日建設計総合研究所 都市部門

2回/週A1

都市を詩歌から考える"Poetic Urbanism"
に取り組んでみたい！

A2

個人と社会がつながる場A3

#都市計画  #地域共創  #土木  #写真 
#ZINE

A4

中川晃太

一般社団法人COMHCa

2週に1回A1

都市課題とメンタルヘルス、働くとウェル
ビーイング

A2

ぽかぽかと共振と創発を醸してくれる場A3

#メンタルヘルス #対話と協働 
#Managing Oneself
#Healing and Transformation

A4

真嶋信二

MIRAI-INSTITUE株式会社
PYNTコミュニティオーガナイザー

5日/週A1

伝統文化の継承とネイチャーポジティブ
な都市

A2

「未来への希望のタネが集まる場所」A3

#音楽 #飲食 #コミュニケーションA4

井上諒子（写真・左）
MIRAI-INSTITUTE株式会社
PYNTコミュニティオーガナイザー

2日/週A1

働くとウェルビーイング、次世代のインフ
ラ・モビリティ

A2

人の興味関心がクロスし、セレンディピティ
が沸き起こる場所

A3

#人の話を聞く
#コミュニティオーガナイジング
#醸しのブースター

A4

正心麻里子（写真・右）
日建設計 設計監理部門

1回/週A1

Future Platform / 世の中の取組を一望し
て、未来についての解像度高い議論をサ
ポートするツールの持続的運用及び販売

A2

社外との窓口A3

#建築設計A4

新居壮真

日建設計 東京コーポレート部

2-3日/週A1

地方創生、社内エンゲージメントA2

仕事場とプライベートの間の場所A3

#施設管理 #セキュリティA4

吉田瑛里香 

日建設計 コモンズグループ

2-3日/週A1

CO2減（CN）カーボンニュートラル、素材
の循環、新しい素材の利用価値

A2

新しい出会いと刺激の場A3

#コモンズ #コモンスペース
#プロジェクトデザイン

A4

祖父江一宏
株式会社UniGrowth

5日/週A1

スマートホーム、IoT、自動化、ヘルスケアA2

イノベーションのプラットフォームA3

#ソフトウェア開発 #IoT #スマートホーム 
#Bluetooth #API #ヘルスケア

A4

平間悠

株式会社ダイブ

2日/月A1

人にも生物にも住みやすい地域つくりA2

「色んな感性と価値観が混じり合う場所」A3

#ベンチャー投資 #事業開発 #コネクター 
#昆虫好き#広報

A4

山口豪志
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KEEP GROWING 広がり続けるPYNTコミュニティ PYNT for ME ─私にとってPYNTとは？

株式会社BIOTOPE

2-3回/週A1

メンタルヘルス、エネルギー循環、障害者・
インクルーシブなまち

A2

可能性が集まり、ひらく場所A3

#ビジネスデザイン #システムデザイン
#ファシリテーション

A4

山田和雅 
フロンティア日建設計 FM室

3日/週 (週3出社)A1

インクルーシブデザイン、部署関係なくランチ
メンバーを組めるシステム、おいしい環境建
築、GLOCAL

A2

自由、クリエイティブ、フラットに誰もが繋
がる場

A3

#インクルーシブ #視覚障害
#コミュニケーション営業力  #スパイス 
#PYNTへの愛

A4

田沼理咲子（写真・左）

日建設計 東京オフィスCR部
シニアマネージャー(兼)長野支所長

4-5日/週A1

ビジネスネットワーク活動（「6次の隔たり」
の社会実験）

A2

A∧B∧Cの同時共創の場(A：担当ビジネ
ス、B:会社内打ち合わせやコミュニケー
ション、C:ボーダーレスのthe 3rd place)

A3

#建築家A4

安原直義

日建設計 環境デザイン室

1日/月A1

脱炭素、環境デザイン、水利用、家電開発A2

新しい出会い、新しいことへのチャレンジA3

#環境デザイン #シミュレーションA4

金子知弘

日建設計 設計監理部門

3日/週A1

宇宙関連プロジェクト、DX化で変わる建築A2

2.5nd place / 日建のなかの時空のゆがみA3

#宇宙建築 #SAL #DX化建築A4

大久保康路

日建設計 コモンズグループ
コマーシャルエクスペリエンス部

3日/週A1

各テーマを俯瞰して構造を把握すること(ID
センターとして)。サーキュラーデザインにつ
いて、環境省庁舎移転PJで実践中

A2

私の分人の1人の居場所A3

#建築設計 #デザイン #公共空間
#行動変容 #プロジェクトデザイン

A4

三井祐介

日建設計 コーポレートＧ代表付

2日/週A1

インクルーシブ、環境、スポーツA2

新しい楽しいことを生み出す場、ヒントが
得られる場、イベントから吸収・学びの場

A3

#保育 #教育学 #心理学 #スポーツ
#設計

A4

青谷瑞紀（写真・右）

日建設計総合研究所 都市部門

週1のはずが…週4！A1

地域共創：地域の個性を活かした生活者
目線の用途混在と緩やかな地域内の循環
を生み出したい

A2

沼とか麻薬とかA3

#都市計画 #地域デザイン #官民連携
#アセット活用 #まちやど

A4

柄澤薫冬

株式会社BIOTA 代表取締役

2-3ヶ月に1回A1

ランドスケープ、生物多様性、建築A2

温かく迎え入れてくれて前向きになれる場所A3

#微生物多様性 #ゲノム科学 #生命科学A4

伊藤光平

日建設計 イノベーションデザインセンター

4-5日/週A1

多世代による共創、幸せな暮らし、地域の
居場所

A2

希望A3

#プロジェクトマネジメント #癒しの環境A4

岩谷純子

日建設計 設計監理部門

2-3日/週A1

空飛ぶクルマの取り組みA2

NIKKENの敷居を下げる場所A3

#建築デザインA4

小野竜也

MIRAI-INSTITUTE株式会社
PYNTコミュニティオーガナイザー

ほぼ毎日おります!!!PYNTLOVE♡A1

働くの未来、コミュニティ醸成、ウェルビー
イング

A2

居場所、少し先の未来を常に感じられる場所A3

#コミュニティオーガナイザーA4

石橋萌
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ASUKA YOKOYAMA

MOE ISHIBASHI

YURIE KIBI

　PYNTの運営は、日建設計イノベーションデザインセン
ターを主体にしながら、日建設計の外から関わり常駐す
る「コミュニティ・オーガナイザー（以下CO）」と行ってい
ます。COは、まるで元々の知り合いのような、けれども
馴れ馴れしくない絶妙な距離感で、PYNTを訪れる人た
ちにカウンターから話しかけてくれます。彼ら・彼女らの
仕事は、良い雰囲気をつくることから、新しい価値が生
まれるプロジェクトの芽を育むために、コミュニティの土
壌を作ること。PYNTチームはどのようなことを考えて、
日々コミュニケーションを取り、価値創造へとつなげて
いるのか？　チーム３名でお話ししました。

─コミュニティ・マネージャーという役割はよく耳にし
ますが、コミュニティ・オーガナイザー（以下、CO）は聞き
馴染みがありません。石橋さん率いるCOチームはPYNT

でどのような仕事をしているのでしょうか？

石橋萌　通常コミュニティ・マネージャーというと、場や組織
の状態を管理し、コミュニケーションを促進させるための役
割です。一方で、私たちが行っているのは良いコミュニティ

が生成されるために適切な状況をつくること。PYNTを訪
れる人たちが自然につながり、つなぎ合わせたりしながら、
新しい価値をつくるための土台をつくっています。
　やっていることは大きく2つ。1つは、日建設計社内のコ
ミュニケーションを活性化させていくこと。私が所属する
MIRAI-INSTITUTEではこれまで企業が運営する施
設を支援させていただく、つまり本社とは別の場所で活動
することが基本で、PYNTのように日建設計の本社内にあ
る場に関わるのは初めてでした。なので、社外の方だけで
なく社内の方たちのコミュニケーションにまで入ることは、私
たちにとって新鮮でもありチャレンジでもあります。
　まずはPYNTへ来ていただいた社員さんに対して声を
かけ、その人のことを知り、またPYNTに来てもらうために
はどうしたらいいか？ またはどうやってその人のことを知っ
ていきもっとPYNTに巻き込んでいけるか？ということを考
えています。
もう1つは、共創の6ステップ（※ P14参照）のうち、S T E P 1
「MEET：出会う」とSTEP2「CROSS：お互いを知る/つな
ぐ」に対するアクションです。その人がどんな人で、何に興
味があるのか、どんな専門性をお持ちなのかを理解した

PYNT“チーム”が耕し、コミュニティからつなぐバトン

INTERVIEW

吉備 友理恵
日建設計 イノベーションセンター

横山 明日香
日建設計 イノベーションセンター

石橋 萌
MIRAI INSTITUTE株式会社
コミュニティオーガナイザー

INTERVIEW

PYNT“チーム”が耕し、
コミュニティからつなぐバトン
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うえで、適切なおつなぎをすること。さらに、議論を深める
フェーズであるSTEP3、つまり「この人とこの人をつなげた
らおもしろいことが起きそうだ」の先の展開を想像すること
や、既存のプロジェクトにどう関与しうるかを考えながらアク
ションを取ることを意識しています。

横山明日香　コミュニティマネージャー的な役割を置くこと
は、最初から要件の中に入れていました。でも、私たちがや
りたいのは組織を超えて人と人を混ぜ、耕しながらコミュニ
ティの土壌をつくっていくこと。お客様対応ではなくフラット
に接することができ、能動的に働きかけながら、信頼関係
が築けるような存在を求めていました。
吉備友理恵　PYNTを運営する私たち日建設計イノベー
ションデザインセンター（以下、イノベチーム）のユニークな
ところは「社内外の実践者をつなぐ、共創プロジェクトの
伴走者」が専任していることです。伴走するためにはイノ
ベーションを生むための仕組みや仕掛けが必要ですが、
そのなかでもプロジェクトになる前の「コミュニティの土壌
をつくる」段階で特に重要な役割をCOチームが担ってく
れています。
　（石橋）萌さんたちがいることによって、人との出会いの数
やコミュニケーションの総量、関係構築の数が圧倒的に増え
ています。これをきちんと共創活動につなげていくために、CO
チームとイノベーチームは日々 連携しながら動いています。

─ PYNTの窓口として日頃多くの方々とコミュニケー
ションを取っているCOチームと、プロジェクト伴走者にも
なるイノベチーム。具体的にどのような連携をしているの
でしょうか？

横山　社内のどの人に繋げると良いか、既存のプロジェク
トでどこに組み込めそうかという会話をしますね。バトンの
受け渡しが雑になるとその後の共創ステップもうまくいか
ないので、丁寧な情報共有と相談をしながら前に進めて
います。
　この手の情報は、常駐するスタッフの「誰か」に閉じた属
人性の高いものになりがち。ですが、PYNTの場合は、役
割の違いこそあれどCOもイノベもひとつの「PYNTチー
ム」として動いていることが強みです。100%全員に共有し
て理解することは難しいですが、異なる役割が混ざり合う
チームだからこそ、多様な発想やネットワークをかけ合わせ
てつなぐことを意識しています。
　また、COチームにはPYNT内のツアーや打ち合わせ、
社内外の方が主催するイベントや展示のサポートもお願い
しています。他社の所属からPYNTチームとして関わり、
その人の見えていなかった側面やより深いところをすくい
上げてくれることも、良いコミュニティから実際の活動へと
進めていくために大切なことです。
吉備　先述の通り、私たちイノベチームはプロジェクト伴
走者としての役割も担っています。その時、いかにして社
内外の実践者を巻き込んでいけるかが重要であり、その
観点から「コミュニティ」と「プロジェクト」が分断されず、い
かにシームレスにつないでいけるかを重視しています。
　そのために、口頭でのキャッチアップはもちろん、ツール
を用いた情報共有も行っています。COチームが今日どん
な人とどんな会話をしたか、どんな考え方でどんなことをや
りたいと思っているかなどを毎日共有してくれています。そ
のおかげで、私がPYNTにいけない日が続いても、次にそ
の人と会ったときのコミュニケーションを考えることができる
んです。

KEEP GROWING 広がり続けるPYNTコミュニティ PYNT“チーム”が耕し、コミュニティからつなぐバトン

異なる役割が混ざり合うチームだからこそ、
多様な発想やネットワークをかけ合わせてつなぐ
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UPDATES
2023–24年の軌跡

─PYNTができて約2年。コミュニティの観点で、オー
プン当初からどのような変化が起きていますか？

石橋　PYNTで「やりたいことができるんだ」と思ってくださ
る人数は確実に増えていると感じています。日頃の挨拶は
もちろん、もう一歩踏み込んで「こんなことできるかな」とか
「こんなこと考えてみたんだけど」といった声をかけてもら
うことが増えました。
吉備　主体者が増えた、ということですよね。展示やイベン
トも最初は私たちが走り回っていましたが、いまやイベント
は約週1回ペースで開催、かつ持ち込み企画や社内開催
のもので私たちが企画する必要がなくなっているのはすご
いことだと思います。
横山　一歩引いて見ると、「PYNTらしい状況」ができた
と言えるかも知れません。いつ来ても賑わっていて、常に変
化しつづけている。いつも同じ人たちが集まる場だったら
起きにくいことが、日々色々な人が行き交いながらさまざ
まなフェーズのプロジェクトが進んでいるPYNTだからこそ

生まれているのだと思います。
　外の方にとって、PYNTはアクセスが良い場所でもなけ
れば、ワークスペースとして使いやすいわけでもない。にも
関わらず、PYNTを好きで、能動的に何かを求めている人
が日々来てくれています。そういうときに、COチームが手を
繋いでくれて、前向きなコミュニケーションをしてくれるから
こそ、次のステップへとつながる良いコミュニティが育まれ
ているのだと思います。
吉備　誰に対してもいつも笑顔で挨拶をしてくれて、たとえ
雑談であっても決して忙しそうな素振りもせずカジュアルに
接してくれる。ときには一歩踏み込んで人を紹介することも
あるし、メンバーの悩み相談にも乗ってくれる。
　そんな萌さんたちの行動すべてが「まちの未来に新しい
選択肢をつくる」共創プラットフォーム・PYNTの土台づくり
につながっています。今後人や拠点が増えていくうえで課
題もたくさんありますが、チームや役割の垣根を超えて一
緒にPYNTを盛り上げていきたいですね。

石橋 萌（写真・右）
ワーキングコミュニティ「MIDOR I . so」を運営するMIRA I 
INSTITUTE株式会社 委託事業担当。コミュニティオーガナイ
ザーとして、他社が運営するワークスペースの「仕込み」とコ
ミュニティの「醸し」のお手伝いをするほか、地域活性化企業
人として、檜原村の関係人口創出に取り組む。

横山 明日香（写真・中央）
日建設計 イノベーションデザインセンター。京都工芸繊維大
学・同大学院の仲隆介研究室にて、ワークプレイスについて
研究。2017年に日建設計に入社し、2021年から現職。現在
はPYNTの企画運営に携わりながら、社内外のイノベーション
創出の支援やそれに関わるプロジェクトに取り組む。

KEEP GROWING 広がり続けるPYNTコミュニティ

吉備 友理恵（写真・左）
日建設計 イノベーションセンター。東京大学大学院新領域
創成科学研究科修了。マルチステークホルダーの共創、場を
通じたイノベーションについて研究・実践を行う。共創を概念
ではなく誰もが取り組めるものにするためのツール「パーパ
スモデル」を考案し、書籍化。現在は、日建設計にて共創の場
「PYNT（ピント）」を企画運営し、社会課題に向き合う共創プ
ロジェクトのインキュベーションに取り組む。
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70件

数字でみるPYNT

PYNT CO-CREATION STEPS
PYNTでは、この1年で40を超える共創プロ
ジェクトが生まれました。社会実装を目前にした
プロジェクトが13件、仮説検証フェーズのプロ
ジェクトが27件と、徐々に、かつ着実に進歩して
います。

PYNT MEMBERS
PYNTを利用する社外の”PYNT MEMBERS”の数
は、2023年10月時点の139人から倍増。出会い
の数は増え、これまで以上に多様な方々が集まっ
てきています。PYNTに来たら何かが起こる、そん
な場としても活用していただきたいと思います。

371人

※2023年4月～2024年11月（計測していない月は除外）
※PYNT MEMBERS：日建グループ社員からの紹介で加わったPYNTの社外会員
　GUEST：日建グループ社員、またはPYNT MEMBERSが招待した社外のPYNT訪問者

MEET

1.
出会う

2.
お互いを
知る

3.
議論を
深める

4.
小さく
やってみる

5.
社会で
実証する

CROSS FOCUS TRY INSTALL

OUR BOOKSオーナー
「OUR BOOKS」は、日建グループ社員とPYNTメンバー
ズが「本棚オーナー」となって自分の選書を設置できる
コーナーとして、オープン以降、累計102人にオーナーに
なっていただきました。本であれば小説から漫画まで、ほ
かにも自作のイラストや模型を設置し、お互いを知りなが
ら関係性が広がるスペースになっています。

社内PYNT FRIENDS
（社内システムのチャットに入っている
日建グループ社員の合計数）

PYNTを展示・イベントなどで利用する社員から、
地道に社内のチャットグループに招待しており、現
時点で日建グループ約3,000人のうち6人に1人
が関わるコミュニティになりました。チャットではイ
ベントや進行中のプロジェクト情報などを定期的
に発信し、社内メディアとして活用されています。

PYNTの利用目的を
「社外とのコミュニケーション」と
回答した割合

日建グループ社員へのアンケートで

日建グループ社員にとって仕事の息抜きや気分
転換に訪れることが多いPYNTですが、PYNTの
利用目的について聞いたアンケートでは約半数が
「社外とのコミュニケーション」と回答。今後の社
内外の共創活動につながっていきます。

外部ゲストのツアー
日建設計のクライアント企業から個人の知り合い
まで、PYNTを初めて訪れた方へのご案内ツアー
を開設以来1,000回以上実施しました。PYNT
チームが直接、一人ひとりと丁寧にコミュニケー
ションを取りながら、PYNTの背景や共創の仕組
み、空間や展示の詳細などをご紹介しています。

カフェ提供数
スターバックス1店舗あたりの1日平均提供推
定数が約500～600杯と言われていますが、
PYNTのカフェではそれに匹敵する数のドリンクが
日々提供されています。多くの方々でコーヒー
を片手に、雑談や打ち合わせなど各々の時間
を過ごしています。

GUEST
社外からのゲストは1日平均で約30名以上。
PYNTのツアーや説明から興味を持ち、関わりた
いと思ってくれた方がPYNT MEMBERSとなり、
PYNTを利用してくださっています。

PYNTで開催したイベント
月間にすると約7回、社内向けの小
規模なものやワークショップも入
れると１日に１件以上のイベントが
PYNTで開催されています。テーマ
も「より良い難民キャンプの環境と
は？」「ローカルなまちづくりのはじ
めかた」など多岐にわたり、開催情
報はPYNT内掲示板、またはメール
マガジンなどで随時お知らせ中！

UPDATES 2023–24年の軌跡 数字でみるPYNT

780人
／
月 125回

500杯
／
日約 1,016回

42％

527人

102人2件13PJ27PJ14,054人

PYNT展示
PYNTでは、プロトタイプも含んだ、開発の途上にある
取り組みを展示してきました。社内外の方と発想を膨ら
ませながら可能性を模索し、次のステップに進むため
のインタラクティブなコンテンツとして機能しています。

31件
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「FUTURE LENS」始動

●  編集後記  ● ●  最新情報はこちらから！  ●

NOTEWEBサイト

　日建設計は、ゼブラ企業への
投資や経営支援等を行うZebras 

and Company（Z&C）と共に、共
創型社会環境デザインプログラム
「FUTURE LENS」をスタートしまし
た。2025年には、審査会を経て4月
頃に採択事業者が決定する予定で
す。PYNTチームは実証研究費の提
供だけでなく、Z&Cと共に事業者に
伴走。社会環境デザインの視点か
ら、地域の社会起業家と共創し、よ
り広い社会課題解決を目指す仕組
みづくりに取り組んでいきます。

PYNTオープン以来の取組みを、ブックの制作を通して振
り返りました。ご覧くださり、ありがとうございました。さら
に活動を推し進めていくため、みなさんの参加をお待ち
しています。またぜひ、カウンターにお立ち寄りください！

NEWS  BOARD
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